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【請求項１】
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　生体適合性親水性ポリマーで誘導体化された両親媒性脂質を０．５～２０モル％含有す
るコロイド粒子のみからなる医薬用組成物であって、
　緩衝化した水性製剤として製剤化されている、組成物。
【請求項２】
　生体適合性親水性ポリマーで誘導体化された両親媒性脂質を０．５～２０モル％含有す
るコロイド粒子のみからなる医薬用組成物であって、
　ポリオキシエチレンソルビタン、ポリヒドロキシエチレンステアレートおよびポリヒド
ロキシエチレンラウリルエーテルからなる群から選択される非イオン性界面活性剤で製剤
化されている、組成物。
【請求項３】
　前記コロイド粒子が実質的に中性であり、および前記ポリマーが実質的に正味電荷を有
さない、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記コロイド粒子が、０．０３～０．４ミクロン（μｍ）の平均粒径を有する、請求項
１または２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記コロイド粒子が、０．１ミクロン（μｍ）の平均粒径を有する、請求項４に記載の
組成物。
【請求項６】
　前記両親媒性脂質が天然または合成源由来のリン脂質である、請求項１～５のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記両親媒性脂質がホスファチジルエタノールアミン（ＰＥ）である、請求項６に記載
の組成物。
【請求項８】
　前記両親媒性脂質がカルバメート結合非荷電性リポポリマー（ｃａｒｂａｍａｔｅ－ｌ
ｉｎｋｅｄ　ｕｎｃｈａｒｇｅｄ　ｌｉｐｏｐｏｌｙｍｅｒ）である、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記両親媒性脂質がアミノプロパンジオールジステアロイル（ＤＳ）である、請求項８
に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記コロイド粒子が、天然または合成源のいずれかから得られた第２の両親媒性脂質を
さらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記第２の両親媒性脂質がホスファチジルコリンである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記コロイド粒子が、パルミトイル－オレオイルホスファチジルコリン（ＰＯＰＣ）お
よび１，２－ジステアロイル－ｓｎ－グリセロ－３－ホスホエタノール－アミン（ＤＳＰ
Ｅ）を、（ＰＯＰＣ：ＤＳＰＥ）＝８５～９９：１５～１の比で含む、請求項１１に記載
の組成物。
【請求項１３】
　前記ＰＯＰＣ：ＤＰＳＥの比が９０～９９：１０～１である、請求項１２に記載の組成
物。
【請求項１４】
　前記ＰＯＰＣ：ＤＰＳＥの比が９７：３である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　コレステロールが補充されてなる、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記生体適合性親水性ポリマーが、ポリアルキルエーテル、ポリ乳酸およびポリグリコ
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ール酸からなる群より選択される、請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記生体適合性親水性ポリマーがポリエチレングリコールである、請求項１６に記載の
組成物。
【請求項１８】
　前記ポリエチレングリコールが、５００～５０００ダルトンの分子量を有する、請求項
１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記ポリエチレングリコールが、２０００ダルトンの分子量を有する、請求項１８に記
載の組成物。
【請求項２０】
　前記誘導体化された両親媒性脂質が、１，２－ジステアロイル－ｓｎ－グリセロ－３－
ホスホエタノール－アミン－Ｎ－［ポリ－（エチレングリコール）］である、請求項１７
～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記誘導体化された両親媒性脂質が、１，２－ジステアロイル－ｓｎ－グリセロ－３－
ホスホエタノール－アミン－Ｎ－［ポリ－（エチレングリコール）－２０００］（ＤＳＰ
Ｅ－ＰＥＧ　２０００）である、請求項１７～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２２】
　皮下投与または静脈内投与のためにとして製剤化されている、請求項１～２１のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項２３】
　局所投与、皮下投与または静脈内投与のためにとして製剤化されている、請求項２～２
１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２４】
　疾患または外傷に罹患している患者の治療に用いられる請求項１～２１のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記疾患は、血液因子疾患、内分泌障害またはホルモン欠乏症である、請求項２４に記
載の組成物。
【請求項２６】
　請求項１～２５のいずれか１項に記載の組成物および投与のための注射用溶液を含有す
る投与用ビヒクルを含む、パーツのキット。
【請求項２７】
　請求項１～２５のいずれか１項に記載の組成物の剤形。
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